
60.3 60.0 54.0 49.3 27.4 15.1 9.9 6.5 2010年：全体
60.8 57.5 54.1 54.3 25.2 18.6 4.8 4.7 2008年：全体
64.5 63.3 56.2 55.7 26.7 18.1 * * 2006年：全体
34.1 58.1 23.2 22.0 18.0 13.6 3.0 5.8 70％以上
72.2 56.5 60.8 52.2 27.1 18.0 9.8 8.6 40～70％未満
83.3 64.6 84.9 78.6 38.4 15.6 17.6 6.1 40％未満

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

職
業
人
に
よ
る

講
演
会

就
業
体
験

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

職
場
見
学

地
域
連
携
…

講
演
、イ
ベ
ン
ト
な
ど

職
業
人
イ
ン
タ
ビ
ュー

地
域
の
商
店
街
な
ど

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｎ
Ｐ
Ｏ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（％）

2006年全体
2008年全体
2010年全体

70％以上
40～70％未満
40％未満

2010年のうち大学・短大進学率

教
員
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
育
ち

連
携
が
さ
ら
な
る
連
携
を
生
む

　

地
域
連
携
を
行
っ
て
い
る
学
校
か
ら
共
通
し

て
聞
こ
え
く
る
の
は
、地
域
も
学
校
と
の
連
携

を
望
ん
で
い
る
と
い
う
声
。そ
れ
を
受
け
て
自
治

体
で
も
、教
育
現
場
と
地
域
の
連
携
を
フ
ォ
ロ

ー
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。
千
葉
県
は
、地
域
と

の
連
携
を
強
化
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
作

り
を
目
指
す
「
地
域
連
携
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー

ル
」事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
岡
山
県
は
、小
中
学
校

や
高
校
と
地
域
の
連
携
を
促
進
す
る「
人
材
バ

ン
ク
」の
運
営
を
始
め
て
い
る
。

　

現
在
主
流
で
あ
る
講
演
会
や
職
場
見
学
な

ど
の
地
域
連
携
に
比
べ
、共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

地域のもつ教育資源を積極的に活用し学校教育に役立てようという、学校と地域との連携。
学校の資源や技術も還元・開放し地域の役に立ちながら、生徒に自信も与えています。

県や市、企業などの団体や地域住民とかかわりをもちながら
いきいきと教育活動を展開している事例をご紹介します。

取材・文／永井ミカ

生
徒
が
自
ら
動
き
、考
え
る

よ
り
積
極
的
な
連
携
に
シ
フ
ト

　

２
０
０
６
年
、文
部
科
学
省
は「
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校 

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
手

引
」の
中
で
、家
庭
・
地
域
と
連
携
・
協
力
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
た
。「
学
校
外
の
教
育
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、（
略
）さ
ら
に
は
、産
業
構

造
や
雇
用
形
態
、進
路
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化

な
ど
に
つ
い
て
、ま
た
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い

く
方
法
等
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
や
情
報
を

持
っ
て
い
る
外
部
講
師
か
ら
直
接
学
ん
だ
り
す

る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」と
の
こ
と

だ
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
模
擬
授
業
・
出
前
授
業
、職
業
人
に
よ
る

講
演
会
、社
会
人
講
師
に
よ
る
体
験
学
習
、授

業
公
開
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
連
携
の
現

状
を
見
る
と（
グ
ラ
フ
参
照
）、講
演
会
や
職
場

体
験
・
見
学
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
は
減
少
し
、商

店
街
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
増
え
て
い
る
。つ
ま
り
、見

た
り
聴
い
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、生
徒
自
身

が
動
い
た
り
考
え
た
り
す
る
、よ
り
積
極
的
な
連

携
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
だ
。
積
極
的
な
連
携

（
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
相
手
は
、商
店
街
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ほ
か
、今
回
紹
介

す
る
事
例
で
は
、県
や
市
な
ど
の
地
方
自
治
体

や
企
業
な
ど
の
場
合
も
あ
る
。

※ 弊社「2006年・2008年・2010年　高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」より
（調査対象：全国の全日制高校の進路指導主事）

■ 進路指導で実施している取り組み事項

の
連
携
は
実
施
・
継
続
が
難
し
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
内
容
が
本
格
的
・
専
門
的
に
な
り
が
ち

で
、指
導
で
き
る
教
員（
人
）あ
り
き
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、最
初
は
ひ
と
り
の
教
員
や
部
活
単

位
で
始
め
た
小
さ
な
取
り
組
み
が
大
き
く
育
っ

て
い
る
例
も
多
数
あ
っ
た
。ま
た
、ひ
と
つ
の
連
携

が
別
の
連
携
を
生
み
連
鎖
的
に
広
が
っ
て
い
く

例
や
、学
校
を
オ
ー
プ
ン
に
し
地
域
の
人
を
招

き
入
れ
る
だ
け
で
も
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
意

見
も
あ
る
。

　

今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
取
り
組
み
、地
域
の
学
校
と
し
て
認
め
ら
れ
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
的
効
果
も
上
が
っ
て
い
る
事
例

を
紹
介
す
る
。
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進路部
清野和敏先生

二足歩行
ロボットの
製作

オリジナルの二足歩行ロボットを製作
／部品の設計、製作、組み立てまです
べて自分たちでできるよう技術を向上さ
せた。各種コンテストに出場したり、イベ
ントやフォーラムで発表

福祉機器の
製作

無線ＬＡＮを活用した車いすの緊急通
報システムの開発／脈拍検出センサ
ーやカメラをとりつけ状態監視用Web
ページのシステムプログラムを開発。福
祉施設でテストを実施

自助具の
製作

おとだまの製作／振動すると光ったり
音が出たりする「おとだま」を製作。高
齢者が音楽を作って楽しんだり、老化
防止やリハビリに役立てる。福祉施設
でテストを実施

デジガモ・
農業支援機械
の開発

除草ロボットと大豆の自動選別装置の
開発／デジガモは05年より開発し改
良を続けている田んぼの除草ロボット。
大豆の自動選別装置は視覚センサを
使って開発

黒獅子
ロボットの
製作

黒獅子ロボットの製作／地元の伝統
芸能である黒獅子とその祭りをPRする
ために、ロボットを製作。廃棄処分にな
るロボットを有効活用

地域一丸となって廃校の危機を回避
連携しながら地域を担う人材を育成

─山形・県立 長井工業高校─

機械システム科・電子システム科・環境システム科・福祉情報科
／1962年創立　生徒数／419人（男子262人、女子157人）
進路状況（2011年度実績）／大学9.4％、短大3.6％、
専門学校20.3％、公共職業訓練機関5.8％、就職60.9％
山形県長井市幸町9-17

 0238-84-1662
 http://www.nagai-th.ed.jp/

「
長
工
生
よ
、地
域
を

潤
す
源
流
と
な
れ
！
」

　

市
や
地
元
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、「
も
の
づ

く
り
活
動
」や「
も
の
づ
く
り
を
通
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」を
行
っ
て
い
る
長
井
工
業
高
校
。一

時
は
学
校
が
荒
れ
て
お
り
、統
廃
合
の
危
機
に

あ
っ
た
が
、地
域
の
支
援
で
存
続
で
き
た
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。１
９
９
０
年
代
、長
井
市
の
地
場

産
業
で
あ
る
工
業
が
衰
退
し
て
い
っ
た
際
、こ
の

地
の
製
造
業
界
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た

同
校
が
な
く
な
っ
て
は
地
場
産
業
の
再
生
は
あ

り
得
な
い
と
、長
井
市
や
地
元
企
業
が
連
携
し

て
、地
域
の
工
業
高
校
の
重
要
性
を
県
に
訴
え
、

さ
ら
に
同
校
の
人
材
育
成
へ
の
協
力
を
申
し
出

た
の
で
あ
る
。

　

同
校
は
、地
元
企
業
か
ら
機
械
や
器
具
を
寄

付
し
て
も
ら
っ
た
り
、技
能
を
も
っ
た
従
業
員
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、生
徒
や
教
員
の

技
術
力
向
上
や
技
能
検
定
の
資
格
取
得
率
向

上
に
力
を
入
れ
た
。
ま
た
、生
徒
を
ロ
ボ
ッ
ト
相

撲
な
ど
の
技
術
系
の
大
会
に
積
極
的
に
参
加
さ

せ
、学
校
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
。
特
に
ロ
ボ
ッ
ト

関
連
で
は
全
国
的
に
有
名
に
な
り
、メ
デ
ィ
ア
に

も
多
数
登
場
し
地
元
を
活
気
づ
け
た
。

　

そ
し
て
、資
格
を
取
得
し
た
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
高
い
優
秀
な
生
徒
が
地
元
企
業
に
就
職

す
る
と
い
う
い
い
循
環
が
生
ま
れ
る
。「
長
工
生

よ
、地
域
を
潤
す
源
流
と
な
れ
！
」と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、地
域
や
地
元
企
業
と
学
校
の

良
好
な
関
係
は
、長
年
に
わ
た
り
続
い
て
い
る

の
で
あ
る
。

課
題
が
は
っ
き
り
見
え
る
か
ら

そ
こ
へ
向
か
っ
て
努
力
で
き
る

　

現
在
、同
校
に
は
地
元
企
業
や
農
家
、自
治

会
な
ど
か
ら「
こ
ん
な
道
具
は
作
れ
な
い
か
」な

ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
が
舞
い
込
む
。
田

ん
ぼ
の
除
草
ロ
ボ
ッ
ト「
デ
ジ
ガ
モ
」は
、同
校
が

開
発
し
長
年
研
究
改
良
を
続
け
て
い
る
が
、も

と
は
地
元
の
有
機
米
栽
培
グ
ル
ー
プ
の
依
頼
で

始
ま
っ
た
も
の
。
ま
た
、地
元
の
鉄
道
が
新
駅
を

設
置
す
る
際
も
、待
合
所
作
り
や
周
辺
緑
化
に

よ
る
景
観
形
成
、駐
輪
場
の
設
置
な
ど
を
、生

徒
、教
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
し
あ
っ
て
行
っ
た
。
近

隣
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
、高
齢

者
向
け
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
こ
と
も
あ
る
。こ
れ

ら
の
多
く
は
、卒
業
研
究
に
あ
た
る
課
題
研
究

ま
た
は
各
学
科
の
工
作
部
の
活
動
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

 

「
も
の
づ
く
り
の
テ
ー
マ
を
地
域
と
か
か
わ
り
の

も
て
る
も
の
に
設
定
す
る
こ
と
で
、一
歩
踏
み
込

ん
だ
学
習
が
で
き
ま
す
」と
言
う
の
は
進
路
部

の
清
野
和
敏
先
生
。「
ど
ん
な
も
の
が
欲
し
い
の

か
、ど
う
改
良
し
て
ほ
し
い
の
か
、ま
た
使
い
心

地
は
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、実
際
の
声

が
聞
け
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
。
そ
れ
に
よ
り
課
題
が

は
っ
き
り
見
え
、そ
れ
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
べ

き
か
を
自
分
で
考
え
、努
力
で
き
ま
す
」

　

で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、寄
付
し
て
使
っ
て
も

ら
っ
た
り
、コ
ン
テ
ス
ト
に
出
し
た
り
、地
域
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
お
披
露
目
す
る
。
最
近
で
は
、地
元

の
企
業
で
生
徒
が
鋳
造
技
術
を
習
い
、そ
れ
を

生
か
し
て
地
域
の
ほ
か
の
学
校
の
校
章
を
作
る

活
動
も
始
め
た
。
連
携
が
別
の
連
携
に
つ
な
が

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、ほ
め
ら
れ
た
り
認
め
ら
れ
た

り
す
る
こ
と
が
、生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い

る
そ
う
だ
。

■ 地域と連携したプロジェクト

山形県等による「ものづくり産業担い手モデル事業」（2008～10年度）の重点
テーマとして取り組み、今年度も継続、または発展させているプロジェクト
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研究グループ　グループリーダー　
原田利昭先生

No. 講座名 受講者 社会人 生徒

1 やきもの入門 15人 14人 1人

2 手話入門 10人 4人 6人

3 入門点字講座 2人 0人 2人

合計 27人 18人 9人

No. 講座名 人数

1 書道Ⅰ 2人

2 実用書道 3人

3 韓国朝鮮語 2人

4 ポルトガル語 2人

5 スペイン語 1人

6 国際理解・国際交流 1人

7 陶芸 3人

8 日本語学 2人

9 物理Ⅰ 1人

10 日本史B 1人

11 世界史B 1人

合計 19人

生徒と社会人が一緒に受講
公開講座・セミナーでの単位取得も可能

─神奈川・県立 川崎高校─

単位制普通科／2004年創立
生徒数／958人（男子357人、女子601人）
進路状況（2011年度実績、全日制・定時制の合計）／大学32.3％、
短大10.5％、専門学校24.8％、就職4.8％、その他27.6％
神奈川県川崎市川崎区渡田山王町22-6

 044-344-5821
 http://www.kawasaki-h.pen-kanagawa.ed.jp/

生
徒
と
社
会
人
と
教
師
の

三
者
が
刺
激
し
あ
う
授
業

　

旧
川
崎
高
校
と
旧
川
崎
南
高
校
の
統
廃
合

に
よ
り
、2
0
0
4
年
に
開
設
さ
れ
た
神
奈
川

県
立
川
崎
高
校
。
全
日
制
と
定
時
制
を
一
体
に

し
た
単
位
制
普
通
科
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
で

あ
り
、午
前
、午
後
、夜
間
の
12
時
間（
90
分
・６

時
間
授
業
）の
時
間
割
の
中
か
ら
自
由
に
科
目

選
択
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

　

科
目
に
は「
選
択
必
履
修
科
目
」と「
選
択
科

目
」が
あ
り
、選
択
科
目
は
さ
ら
に「
教
養
・
発
展

科
目
」と「
系
の
科
目
」に
分
か
れ
る
。
系
の
科

目
の
中
に
は
、農
業「
野
菜
」、生
活
文
化「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、芸
術「
陶
芸
」

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
い
。ま
た
、校
外
の
学

修
や
長
期
休
暇
中
の
講
座
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

ス
タ
イ
ル
で
学
び
な
が
ら
単
位
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

同
校
は
県
や
市
と
協
力
し
て
地
域
の
学
習
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、校
内
で

生
徒
以
外
が
学
べ
る
取
り
組
み
を
２
種
類
用
意

し
て
い
る（
表
参
照
）。「
公
開
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
」

は
夏
休
み
や
土
曜
日
を
使
い
、同
校
の
教
員
に
よ

っ
て
１
単
位
相
当
の
講
座
を
開
講
す
る
も
の
。

社
会
人
は
も
ち
ろ
ん
生
徒
も
一
緒
に
受
講
し
て

単
位
取
得
が
で
き
る
。こ
れ
は
、他
校
の
生
徒
も

受
講
可
能
だ
。
も
う
ひ
と
つ
は「
社
会
人
聴
講

生
制
度
」。
社
会
人
受
け
入
れ
用
の
特
別
な
科

目
や
時
間
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、年
間
ま
た

は
半
年
を
通
じ
て
普
段
の
授
業
を
高
校
生
と
一

緒
に
受
け
ら
れ
る
制
度
で
、昨
年
度
は
11
科
目

19
人
が
利
用
し
た
。

　

自
ら
の
日
本
史
の
授
業
に
も
社
会
人
聴
講

生
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
、研
究
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
の
原
田
利
昭
先
生
は
言
う
。「
若
い
時
に

学
ぶ
機
会
を
充
分
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
年
輩

の
方
な
ど
が
多
く
、み
な
さ
ん
勉
強
熱
心
で
す
。

休
ま
な
い
、遅
刻
し
な
い
、受
け
答
え
も
申
し
分

な
し
。
そ
う
い
う
方
が
授
業
に
ひ
と
り
で
も
参

加
す
る
の
は
生
徒
に
い
い
影
響
を
与
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
授
業
に
刺
激
や
緊
張
感
が
生
ま

れ
、教
員
も
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
」

地
域
の
豊
富
な
人
材
を

選
択
科
目
で
活
用

　

逆
に
、社
会
人
が
教
え
て
く
れ
る
授
業
も
あ

る
。
地
域
の
農
家
の
方
が
講
師
と
な
る「
野
菜
」

や
、プ
ロ
が
直
接
手
ほ
ど
き
し
て
く
れ
る「
マ
ン

ガ
表
現
」「
演
劇
」、地
域
の
養
護
学
校
・
看
護
短

大
の
教
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
る「
社
会
福

祉
実
習
入
門
」な
ど
の
授
業
は
非
常
に
実
践
的

だ
。
さ
ら
に
、上
級
学
校
と
の
連
携
に
よ
り
、生

徒
が
大
学
や
専
門
学
校
の
通
常
の
授
業
に
通
っ

て
単
位
取
得
で
き
る
制
度
も
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
は「
大
学
受
験
を
目
指
す
生
徒

も
含
め
、も
っ
と
多
く
の
生
徒
が
地
域
と
連
携

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
体
験
す
る
こ
と
」と

原
田
先
生
。「
生
徒
に
と
っ
て
多
く
の
人
に
接
し

多
く
の
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
は
貴
重
な
体

験
。
興
味
の
あ
る
授
業
や
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
に
ど

ん
ど
ん
参
加
し
て
、進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

■ 生徒と社会人が一緒に学ぶ事例と受講者数（2011年度）

● 公開講座・セミナー開講講座

● 社会人聴講生

公開講座・セミナーは校内で行わ
れる。陶芸用の窯など設備も整っ
ており社会人から好評
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総合学科推進部　主任
小瀧逸子先生

豊田てらこや
5月事業
～今日から君も
プロカメラマン～

次世代育成団体「豊田てらこや事業」と協
働して、写真科学部が企画立案から関わり
地域の小学生対象に写真教室を開催

ふれ愛フェスタ
地元商店街の地域活性化事業にプランや
部活で参加。親子連れ向けのゲームや、やき
そば・ホットドッグなどを販売

チーム八日市
（10・12・1月）

地元商店街の地域活性化事業に多くの生
徒がボランティアとして参加。合唱部による
ミニコンサートやフリーマーケットを開催

バナー製作
「美術プラン」や美術部の生徒が1人1店を
担当して、各店舗のバナー（宣伝用の旗）を
製作。イベントで披露し各店頭に飾った

着物
トートバッグ
作り

「ふれあい教室」の一環として、「服飾プラン」
の生徒が講師となり、地域の人たちに寄付さ
れた着物をトートバッグにリメイク

ハイブリッド
フェスタ

豊田スタジアムで行われるイベントに多くの
生徒が参加。「調理・栄養プラン」の生徒は
地元米を使った「米～ぷ（クレープ）」を販売。
「服飾プラン」の生徒はファッションショーを
開催。また、１年生20人が「産業社会と人
間」の中で作成した「豊田のまちづくり案」を
発表

「まちづくり」事業へ積極参加
運営に携わることで学びの効果を高める

─愛知・県立 豊田東高校─

総合学科／1924年創立
生徒数／718人（男子96人、女子622人）
進路状況（2011年度実績）／大学33％、短大12％、
専門学校30（内看護専門11）％、就職21％、その他4％
愛知県豊田市御立町11-1　

 0565-80-1177
 http://www.toyotahigashi-h.aichi-c.ed.jp/

イ
ベ
ン
ト
企
画
や
運
営
で

社
会
参
画
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

　

２
０
０
７
年
度
よ
り
、現
在
の
場
所
に
移
転
し

女
子
の
み
の
普
通
科
か
ら
男
女
共
学
の
総
合
学

科
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
豊
田
東

高
校
。
人
文
科
学
、自
然
科
学
、国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、生
活
科
学
、福
祉
、情
報
・
ビ
ジ
ネ

ス
、芸
術
文
化
の
７
つ
の
系
列
に
分
か
れ
、さ
ら

に
12
の
科
目
選
択
プ
ラ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

改
編
当
時
か
ら
地
域
連
携
に
力
を
入
れ
て
き

た
ね
ら
い
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
企

画
力
、社
会
参
画
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
生
徒
を
育
て

る
」こ
と
。
同
校
の
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

イ
ベ
ン
ト
関
連
が
多
い
が（
表
参
照
）、企
画
か
ら

関
わ
り
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
う
の
が
特
徴
だ
。「
企
画
書
作
り
か
ら
始
め
、

計
画
的
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
を
体
験
し
、そ

の
大
切
さ
を
学
ば
せ
た
い
」と
総
合
学
科
推
進

部
主
任
の
小
瀧
逸
子
先
生
は
言
う
。

地
域
と
学
校
、双
方
か
ら
の
提
案
で

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
性
化

　

今
で
は
同
校
は
、地
域
活
性
化
事
業
に
参
画

す
る
一
員
と
し
て
地
域
に
認
め
ら
れ
た
存
在
。
地

域
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
、プ
ラ
ン
や
部
活
動

単
位
で
参
加
し
た
り
、各
ク
ラ
ス
の
広
報
委
員

を
通
し
て
全
校
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者

を
募
る
。一
方
で
、「
産
業
社
会
と
人
間
」の
授
業

で
、市
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
担
当
者
に
講

師
を
依
頼
す
る
な
ど
、地
域
の
人
に
も
キ
ャ
リ
ア

教
育
へ
の
協
力
を
仰
い
で
い
る
。

　

連
携
は
人
脈
を
作
り
、新
た
な
連
携
事
例
に

発
展
す
る
。例
え
ば
、最
初
は
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
部

の
生
徒
が
裏
方
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た

も
の
が
、「
調
理
・
栄
養
プ
ラ
ン
」の
生
徒
が
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
商
品
を
開
発
し
た
り
、合
唱

部
や
吹
奏
楽
部
の
生
徒
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い

た
り
と
い
う
こ
と
に
発
展
す
る
。ま
た
、「
美
術
プ

ラ
ン
」や
美
術
部
の
生
徒
が
商
店
街
の
各
店
舗

の
バ
ナ
ー
作
り
を
し
た
こ
と
が
評
判
に
な
り
、地

元
の
警
察
署
か
ら
交
通
安
全
の
旗
の
製
作
オ
フ

ァ
ー
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
今
年
度
の
実
現
が
決
定

し
て
い
る
。
今
後
は
、国
土
交
通
省
と
豊
田
市
が

進
め
る
地
元
の
川
を
利
用
し
た
子
ど
も
の
遊
び

場
作
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、環
境
や
理

科
の
学
習
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
か
か
わ
っ
て
い

き
た
い
考
え
だ
。「
地
域
連
携
は
本
校
が
取
り
組

む
持
続
発
展
教
育（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）の
大
事
な
柱
で

す
」と
小
瀧
先
生
は
言
う
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
広
報
紙「
夢
風
」で
紹
介

し
、地
域
の
中
学
３
年
生
の
全
ク
ラ
ス
に
配
布
。

地
域
連
携
に
参
加
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
高
い

生
徒
の
入
学
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

■ 地域連携の具体例（2011年度）

地元商店街による地域活性化事業「ふれ愛フェスタ」に参加。
JRC部の生徒が地域の子どもと手作りゲームで交流
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